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※NAQUYO 読み：ナクヨ

MUTEK.JPが創出する最新技術と京都の地で培われた文化研究を融合させ

1 2 0 0 年 前 の 平 安 京 の 音 風 景 を 創 造 す る 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト

『 N A Q U Y O － 平 安 京 の 幻 視 宇 宙 － 』 を 京 都 で 実 施 し ま す 。

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－

NAQUYO －平安京の幻視宇宙－
KYOTO STEAM in collaboration with MUTEK.JP

2020年10月22日 共同プロジェクト始動！
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NAQUYOとは

「アート×サイエンス・テクノロジー」をテーマに、文化・芸術の新たな可能性と価値を

京都から世界に問う文化芸術の祭典「KYOTO STEAM－世界文化交流祭－」。主催者である

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委員会と、最先端テクノロジーを用いた音楽とデジ

タルアートの祭典「MUTEK」を主催するMUTEK.JPが連携した、２か年に渡る共同プロジェ

クト「NAQUYO－平安京の幻視宇宙－」がスタートします。

NAQUYOは、様々なクリエイターや学者、エンジニアたちとの協力・共同のもと、最先端

技術と文化研究を融合させ、1200年前の京都（平安京）の音と響きの仮想的な再現に挑戦す

るとともに、そのプロセスを広く共有することで、平安京の都市思想や世界観が現代にもた

らす意義を共に考える、開かれたアート・プロジェクトです。

平安京の幻視宇宙

1200年前の平安京のサウンドスケープ（音風景）創造プロジェクト

1200年前の京都（平安京）は、どのような音に包まれていたのでしょうか。

平安遷都（794年）から遡ること30年前、平城京から遠く離れた桜島の噴火の音が聞こえた

という記述が『続日本紀』にあります。それは、当時の都を包み込む音環境が、現代からは

およそ考えられないほど、清明に澄み渡るものだったことを意味しています。また、平安期

に書かれた『竹取物語』『宇津保物語』『源氏物語』などには、雅楽や声明、寺院から鳴る

梵鐘の音や季節ごとに変わる虫の声、町の喧噪など、日常生活の中で聞こえてくるありふれ

た音が書きとめられています。これらも、作者たちの創造の源泉だったのかもしれません。

NAQUYOでは、MUTEK.JPが提供する最先端の音楽技術に加え、アンビエントミュージッ

ク（環境音楽）の旗手であるサウンドアーティスト・長屋和哉氏、平安京サウンドスケープ

論の名著『平安京 音の宇宙』で知られる音楽学者・中川真氏、人間力教育を通じて実社会に

若手アーティストを輩出する京都芸術大学（旧名称：京都造形芸術大学）等の協力のもと、

平安京の音環境や都市論に関する学術的な深掘りを行い、電子音楽や立体音響等の最先端技

術を活用して、平安京のサウンドスケープ（音風景）の創造にチャレンジします。

さらに、単なる音の仮想的な再現にとどまらず、平安京の音環境を見つめ直すことにより、

これまで見過ごされていた都市における音環境の重要性に光を当てていきます。そこから五

感を通じて得られる何かを、未来へのヒントにして創造力を刺激し、新しい文化を耕し、育

み、磨いていきます。

最先端技術と文化研究の融合
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2020年度のプロジェクト概要 ※詳細は、公式webサイトにて順次お知らせします。

NAQUYOは4回のプログラム実施を予定しています。ライブ動画配信と組み合わせることで、
平安京の音風景の仮想的な再現に至るプロセスを多くの方と共有します。

開催期間：2020年10月～2021年3月

【NAQUYO #1 オンラインTALK＆LIVE 「平安京の幻視宇宙」】

平安京の幻視宇宙とは何か？世界的に活躍するサウンドアーティストの長屋和哉氏、サウン

ドスケープ研究の先駆者・音楽学者の中川真氏を迎えて、平安京当時のサウンドスケープを当

時の文献などを参考に掘り起こし、平安京がもつ都市思想の現代的な意味について考察するこ

とを通じて、本プロジェクトの目指すものを明らかにします。

日 時：2020年10月22日（木）19:00～24:00

会 場：ライブストリーミングサイト&スタジオ SUPER DOMMUNE

参加方法：DOMMUNE （https ://www .dommune .com/ ）へアクセスすれば、

どなたでも視聴可能です。

内 容：19:00～21:00 トーク「平安京の幻視宇宙とは何か？」

司会・進行：谷崎 テトラ（放送作家／KYOTOSTEAMー世界文化交流祭ー実行委員会チーフディレクター）

出 演：長屋 和哉（サウンドアーティスト）、中川 真（音楽学者）

21:00～24:00 ライブ「平安京の幻視宇宙」

出 演：長屋 和哉、京都在住アーティストほか

【NAQUYO #2 講座＆ワークショップ 12月実施予定】

平安期の書物や、和歌、絵画などから音を抽出し、雅楽や祇園祭など、平安時代より伝承さ

れた音と環境音を組み合わせ、平安京のとある１日のサウンドスケープを音で創造します。

【NAQUYO #3 講座＆ワークショップ 2月実施予定】

平安京の各所にあった梵鐘の音を仮想的に再現します。それを立体音響システムによっ

て再生し、平安時代に聴かれていたであろう音を制作します。

【NAQUYO #4 TALK&LIVE PERFORMANCE 3月実施予定】

#1、＃2、＃3の取組をもとに、平安京のサウンドスケープを新たに制作し、その成果をトー

ク&ライブパフォーマンスによって発表します。

DOMMUNEは、アーティストの宇川直宏氏が開局した、日本初のライブスト
リーミングスタジオ兼チャンネル。PCやスマートフォンなどで、映像と音声か
らなる「生配信」を楽しむことができる、インターネット上のTV番組。
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タイトルについて

NAQUYO －平安京の幻視宇宙－
KYOTO STEAM in collaboration with MUTEK.JP

平安京に都が遷都した「794年」から連想したタイトル。「なくよ」と音に変換すること

で、古都・平安京の風景や、鳥や虫の鳴き声などを思い浮かべる響きを伴った、平安京の音

風景を象徴する言葉として用いています。また、平安京の宇宙観を、想像力と体現力によっ

て表象するものを「平安京の幻視宇宙」と呼び、プロジェクトの最終ゴールを表しています。

英語表記は“NAQUYO The Visionary Universe of HEIAN-kyo KYOTO STEAM in collaboration with 

a¦¢9YΦWtέ。

本気で「聴く」とき
どんなインスピレーションが沸き上がるのか

2020年度の成果として、2021年3月「KYOTO STEAMー世界文化交流祭 2022Prologue」

において、平安京のサウンドスケープを披露します。

平安京の各所に配置された寺院の梵鐘の音を仮想的につくり、それを最新の立体音響シス

テムによって再生し、MUTEK.JP が提供可能となる最新テクノロジーを駆使して、トーク＆

ライブパフォーマンスを行います。そして「音」から都市環境を捉え直し、人間と音の関係

について深く考察することを試みます。

2021年度には、様々なクリエーターとのコラボレーションを実現させ、平安京の音から生

まれる新たな芸術表現を追求していきます。その具体的な内容は2021年1月に公式ウェブサ

イトで発表予定です。

MUTEK.JP 2019Edition.4 MUTEK.JP 2018 Edition.3
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MUTEK.JPは、デジタル・クリエイティビティ、電子音楽、オーディオ・ビジュアルアートの創

造性の開発、文化芸術活動の普及を目的とした、国際的に名高い芸術文化活動を行う団体である。

1999年にカナダ・モントリオールからスタートした“MUTEK”は、文化芸術に関わる才能豊かな人

材の発掘・育成をサポートし、常に新しいアイデアやコンテンツの創出支援をコンセプトに掲げ、

自由で実験的な表現の場を提供するクリエイティブプラットフォームを構築している。

本拠地のMUTEKでは、世界各地から毎年約3万人以上の来場者がカナダ・モントリオールに訪れ、

現在ではモントリオール、メキシコシティー、バルセロナ、ブエノスアイレス、ドバイ、サンフラ

ンシスコ、そして東京と、世界7ヶ国で開催される、国際的な大規模フェスティバルへと成長と発

展を続けている。日本では、アジア唯一の展開として2016年にMUTEK Japan を設立し、多種多様

なプログラムを通じて、様々なアーティスト・クリエーターと交流するクリエイティブ・コミュニ

ティの機会を創出している。

https://mutek.jp/

プロフィール

NAQUYOプロジェクトメンバー

メ ン バ ー ：谷崎 テトラ（放送作家／KYOTOSTEAMー世界文化交流祭ー実行委員会チーフディレクター）

長屋 和哉（サウンドアーティスト）

岩波 秀一郎（MUTEK.JP）

竹川 潤一（MUTEK.JP）

アドバイザー：中川 真（サウンドアート研究者／大阪市大都市研究プラザ特任教授）

渡辺 広之（京都芸術大学（旧名称京都造形芸術大学）情報デザイン学科学科長兼教授）
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共同事業者・協力

共同事業者：MUTEK.JP／株式会社電通 京都支社

協 力：学校法人 瓜生山学園 京都芸術大学（旧名称 京都造形芸術大学）
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長屋 和哉（ながや かずや）

これまでに12枚のアンビエントアルバムをリリース（2020年現在)。
初期の3枚「うつほ」「千の熊野」「魂は空に 魄は地に」は修験の聖地・吉
野を拠点に制作された吉野３部作で、極限まで音を削り込んだ静寂の余韻を
特徴としている。ストイックで凛と張りつめた気配が漂うアルバム群。その
後、八ヶ岳に拠点を移し、「シークレットライム」「すべての美しい闇のた
めに」「イリュミナシオン／冥王星」「サレントガーデン」「光の響き」
「Microscope of Heraclitus 」をリリース。日本、スペイン、ドイツ、イタ
リアのレーベルより多数のアルバムやEPをリリースする。
MUTEK JP、MUTEKモントリール、MUTEKメキシコ、TodaysArt 、Gamma
Festival などの国内公演・ヨーロッパを中心とした海外公演に多数参加。そ
の他、パリコレでファッションデザイナーIris Van Herpenと共演。白百合女
子大学でサウンドスケープを教える。
https ://www .kazuyanagaya.com/

プロフィール

©Janek Magnusson

中川 真（なかがわ しん）

アジアの民族音楽、サウンドスケープ、アーツマネジメントを研究するかた
わら、「現代アートの森」芸術監督（2000-2008）、楽舞劇『桃太郎』芸術
監督（2001-2008）、船場アートカフェディレクター（2004-2013）を歴任。
著書『平安京 音の宇宙』でサントリー学芸賞、京都音楽賞、小泉文夫音楽
賞、現代音楽の活動で京都府文化賞、アーツマネジメントの成果で日本都市
計画家協会賞特別賞、ゆめづくりまちづくり賞（共同）を受賞。他に『サウ
ンドアートのトポス』『アートの力』、小説『サワサワ』などの著作がある。
ガムラン演奏家としても国内外で活動し、インドネシア政府外務省文化交流
表彰（2007）、総領事表彰（2017）を受ける。近年は社会包摂型アートの実
践に注力。大阪市立大学都市研究プラザ特任教授、インドネシア芸術大学、
チュラロンコン大学（タイ）客員教授。

谷崎 テトラ（たにざき てとら）

環境・平和・アートをテーマにしたメディアの企画構成・プロデュースを行
う。価値観の転換（パラダイムシフト）や、持続可能社会の実現（ワールド
シフト）の 発信者&アーティストとしての活動は多岐に渡る。アースデイ東
京などの環境アクションの立ち上げや、国連地球サミット（RIO＋20）など
国際会議のNGO参加、SDGs、ピースデー（国際平和デー）などへの社会提
言・メディア発信に関わるなど、持続可能な社会システムに関して深い知見
と実践の経験を持つ。世界のコミュニティを取材し、共同体デザイン、アー
ト教育の事例研究から、カルチュアルクリエイティブス（文化創造者）、先
住民から学ぶディープエコロジーの思想まで、未来のデザインのための智恵
を伝え、地域や現場に生かす仕事をしている。YouTube「テトラノオト」で
持続可能性や創造性についての動画ブログを毎日更新している。
HP： http ://www .kanatamusic .com/tetra/
YouTube：https//www .youtube .com/c/ テトラノオト
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「KYOTO STEAM－世界文化交流祭－」は，「KYOTO CULTIVATES PROJECT」の理念

（京都は耕す，育む，磨く）を体現し，京都賞が先駆的に示してきた人類の未来への願いと

も共鳴した，アート×サイエンス・テクノロジーをテーマに開催する新しい文化・芸術の祭

典です。

2020年度は，2021年度に京都岡崎を中心に開催する第2回目となるフェスティバル

「KYOTO STEAM－世界文化交流祭－2022」に向け，プレ事業を開催します。

※STEAMとは…Science（科学），Technology（技術），Engineering（工学），

Arts（芸術），Mathematics （数学）

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－について

情報解禁日

2020年9月7日（月）

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－の広報用画像を

貸し出しております。使用を希望される場合は、公式

WEBの使用申込書に必要事項を記載のうえ、メールで

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－実行委員会までご

連絡ください。申込受付後、3日（祝休日を除く）以

内に広報用画像をダウンロードできるURLとパスワー

ドを、メールにてお知らせします。3日間を過ぎても

連絡が無い場合は、再度ご連絡頂きますようお願いい

たします。

画像の提供について

また、記事等に広報用画像を掲載される際には、作家名や作品名等を確認しますので、画

像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に実行委員会までご提出ください。3日（祝

休日を除く）程度で内容を確認のうえご連絡します。

KYOTO STEAM－世界文化交流祭－公式WEBサイト：https ://kyoto -steam.com/
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